
えだわんのみなさんへ。「未来」はみなさんのことを待っています。未来を創るのは、みなさんだからです。
複雑で変化の激しい時代、解が一つではない課題にも柔軟に向き合い、持続可能な社会の実現にむけて、自分たち

ができることを考え、他者と協働し、解決していくことが重要となります。
（今も、今までも、これからも）すべての子どもが自らの可能性を見いだす学びの実現に向けて「質の高い探究的

な学びの充実」を、みなさんといっしょに目指します。

学校スローガン「協力し 信じあえる えだわん2025」

横浜市立荏田東第一小学校

横浜の学び、えだわんの学び

令和７年度 学校だより

９月号
令和 7年 8月 27日発行

横浜教育ビジョン2030 横浜の教育が目指す人づくり

自ら学び 社会とつながり ともに未来を創る人
横浜の教育は、子どもが主体的に考え学び続け、多様な人々や社会と関わり合うことを大切に

します。
個性や能力を生かしながら、夢や目標に向かってチャレンジし、振り返り、よりよい社会や新たな

価値を創造できる人を育みます。

第５期横浜市教育振興基本計画の方向性

〇横浜らしいインクルーシブ教育の実現に向けて、多様な学びの場の更なる充実と安心して学び続け
られる新たな学びの創造を一体的に進め、誰もが学びを保障される環境を構築していく。

〇一人一台端末により、大都市だから得られるビッグデータを、児童生徒一人ひとりの
学習速度に応じた個別最適・協働的な学びを支えるオーダーメイドの学びやデータを
活用した効果的な教育に生かす。

（R6.９月実施 横浜市全児童生徒
  アンケート調査結果より）

多様性を包摂し、
可能性を開花させる教育
●特別支援教室
（しなやかルーム）

●子どもが学びを自己調整し、
選択できる学習デザイン

●AIドリル
●横浜どこでもスタディ
●読み放題型電子図書館
「Yomokka!（よもっか!）」

すべての子どもが
自らの可能性を見いだす

学びの実現に向けて

質の高い探究的な学びの充実
●あなたは「何を」「だれと」「どこで」「どのように」
学びたいですか？

えだわん （学校） 地 域
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